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第 3章　石本家文書と肥後藩御用絵師矢野雪叟の一考察
中山　創太
一、はじめに
　2011年度天草フィールドワークにおいて、天草市立本渡歴史民俗資料館（以下、「資料館」と略称）石
本家資料の美術作品を調査する機会を得た。石本家の生業、資料館作成の石本家美術資料目録、あるい
は調査の実施内容などは井上充幸氏、および髙橋沙希氏の論考を参考にしていただきたい。1）
　本稿では、大きく二つのことについて述べていく。一つは、現在九州大学に所蔵される石本家文書か
ら、絵画作品の購入や譲渡に関する記述が見出せるものを翻刻し、それらから石本家資料における収集
の特徴を明らかにすることである。2）井上氏によって、いくつかの文書は提示されているものの、記載さ
れる絵師に関することや、そこから見出せる石本家の収集方針などについては十分な検証が行われてい
ない。石本家文書に記載される美術品は贈答品であったり、購入希望のリストのようなものであったり
と、全ての作品が石本家に所蔵されていたと指摘することはできない。それでも、文献史料から当時石
本家がどのような美術作品に関心を示していたのか、ということはある程度窺い知ることができるはず
である。
　二つめの事項は、石本家所蔵作品の一つである肥後細川藩の御用絵師、矢野雪叟の作品の調査報告で
ある。矢野雪叟（正徳四年－安永六年・1714－1777）は、喜三右衛門、安良と称し、号は龍谷、鶴仙斎、
窓月、喫茶亭などを用い、明和二年（1765）に法橋に叙せられた際、雪叟と改名した3）。雪叟は、肥後藩
の御用絵師であった矢野派の三代目茂安に師事し、その後養子となって四代目を継ぐことになる。そし
て、江戸時代中ごろ衰退していた矢野家の再興者として語れることが多い。4）矢野派は江戸時代を通じて
肥後細川藩の御用絵師であった流派で、室町時代の画僧雪舟に、その源流を求めることができる雲谷派
に属する。しかし、当時の絵師たちは先行作品を参考として作品制作をおこないながら、なんらかの改
変を加えて、流行していた画法を採りいれる場合が多い。また、雪叟が活躍した18世紀中頃の絵画界で
は、当時主流であった狩野派だけでなく、文人画、円山・四条派、浮世絵などの諸派が興隆していた時
 1）	 2010年度調査報告は、井上充幸「天草フィードワーク生業調査の成果」（荒武賢一朗・野間晴雄・藪田貫編『天草諸
島の文化交渉学研究』、関西大学文化交渉学教育研究拠点、2011）、67－89頁に収載。2011年度の実施調査に関しては、
本書 髙橋沙希「本渡歴史民俗資料館「石本家資料」について―美術品の調査報告―」を参照されたい。
 2）	九大学附属図書館附設記録資料館九州文化史資料部門に所蔵される石本家資料を指す。
 3）	熊本県立美術館編集『第四回熊本の美術肥後の近世絵画』（熊本県立美術館、1979）を参照。
 4）	大倉隆二「細川藩御用絵師・矢野派における雪舟流画風の再興と継承」『第19回熊本の美術展細川藩御用絵師・矢野
派』（熊本県立美術館、1996）
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期にあたる。そこで、石本家資料作品、および各所に所蔵される雪叟作品を考察し、従来の雪舟への回
帰一辺倒の評価を再考することを目的としたい。
二、九州大学所蔵石本家文書からみる美術作品収集
　先にも述べた通り、現在九州大学に所蔵されている石本家文書の内、絵画に関する資料は井上氏の論
文にいくつか提示されている。そこでは「全盛期の19世紀前半において、江戸や上方など、各地に派遣
した使用人や知人に、著名な作家の手になる古書画の作品を探索・購入するよう指示を出していた」と
指摘しており、江戸時代に石本家が精力的に絵画作品の収集を行っていたと窺える。なお、文書の中に
は、贈答品のために注文した絵画作品も見出せる。文書から具体的な絵師の名前が散見されるため、適
宜紹介をくわえながら検証していきたい。
［史料 1・文書番号・7193］
　　覚
　青見仰器　　　代金二両
　探幽　一幅　　代壱両三歩
　秋月　一幅　　代二両一歩
　守景　一幅　　代二両二歩
　孫砂舜　一幅　代二両
　　右　入御覧也
　　〆　　　　　徳次郎
　　　本太郎様
　右本行之内
　仰器ハ昨日御内々
　申上候通、村井宅ヘハ
　差上置御座候御間、御内々ニ
　被成度被下候様、猶
　被仰上度可申候、以上
　本文書に散見される絵師の名前は、江戸幕府御用絵師であり、桃山期の画風を一新し余白を活かした
瀟洒淡麗な画風を生み出した狩野探幽（慶長七－延宝二年・1602－74）、室町時代に活躍した画僧であり、
享保年間（1716－35）に、大坂の狩野派絵師である橘守国や大岡春卜らによって刊行された絵手本にも収
載されている秋月等観（生没年不詳）、探幽の高弟四天王の一人といわれた久隅守景（生没年不詳）など
の名前を見出せる。文書から作成年、およびそれぞれの掛幅がどのようなものを描いていたのかを確認
することはできない。しかし、探幽、および守景は狩野派の絵師であったり、等顔は水墨画家であった
りと、石本家の人々はあらゆる分野の絵画に興味を示していたと考えられる。
第 3章　石本家文書と肥後藩御用絵師矢野雪叟の一考察（中山）
165
［史料 2・文書番号12970－ 2 ］
　　　覚
　一、南蘋靍之画　一幅
　一、鵜絵　　　　一幅
　一、東海画　　　三枚
　〆
　右之通差上申候間、御入手可遊可被下候、以上
　　二月廿三日
　残念ながらこの文書の作成年は不明である。文末の「差上申候」ということからも、誰かから譲り受
けたものだろう。一つ目の作品について「南蘋靍
つる
之画」とあり、享保16－18年（1731－33）に舶来した中
国人画家沈南蘋の作品を所蔵していた可能性が示唆される。南蘋は写実的な花鳥画を得意とした絵師で、
その画法は大坂、京都、江戸にも普及し、当時の絵師たちに与えた影響は大きい。5）当時の流行画家の作
品の名が挙がっていることが興味深い。なお、井上氏が紹介している石本家文書6）においては、池大雅
（享保八－安永五年・1723－76）、英一蝶（承応元－享保九年・1652－1724）、	土佐派らの絵師の名がみられ
る。ここに提示されている作品は、石本家の人々が購入しようと考えていたものだろうか。所蔵者の名
前が記されているが、実際石本家に譲られたのかどうかは判然としない。しかし、記載される絵師の作
品に石本家の人々が興味を示していたことは間違いない。
［史料 3・文書番号7198］
　（前略）
　一才津絵子
ママ
より寅ノ絵二枚、亥ノ絵壱枚、右ハ去冬相頼置候、去冬参候筈ニ御座候間、参居候ハヾ亥
の絵壱枚此方ヘ御遣可被成候、外方ヘ進物ニ致筈ニ御座候、尤未才津より参不申候ハヾ其侭ニ被成
置度候、已上
　　正月十四日
　（後略）
　本文書の作成時期は不詳であるが、本文中に「才津絵子」とあり、石本家の人々がその絵師に絵の制
作を依頼していたことがわかる。資料館の学芸員である本多康二氏から、江戸時代末から明治期に活躍
した佐伊津村出身（現天草市佐伊津町）の画僧河上鶴立（文政10－明治32年・1827－1899）を指すのでは
ないか、というご意見をいただいた。もちろん、記載される絵師を断定する資料が存在するわけではな
いが、鶴立は佐伊津西法寺11代住職暢音の三男として生まれ、幼少の頃から書画をよくし、絵は長崎の
 5）	宮島新一「三都における南蘋画風の流伝」（『大和文華』第73号、大和文華館、1986）を参照。
 6）	石本家文書・文書番号9405。
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春徳寺の僧鉄翁に絵を学び、文人画に精進したという。7）本文中に「寅ノ絵」、「亥ノ絵」と記されている
ものの、現存する鶴立の作品には「墨梅図」や「墨竹図」、あるいは「山水図」で、その多くが占められ
ており、動物を画題とする作品を見出せていない。しかし、石本家資料の中には鶴立の作品を確認する
ことができ、両者との間には何らかの関係があったものと考えられる。8）ちなみに文書番号20435におい
ても、佐伊津の絵師（本文には「才津の絵書」と記載）に作品を注文しており、こちらの文書では30枚
の墨絵を依頼していたことがわかる。さらに「但書」において「寅の絵」という記述もみられ、「才津」
の絵師が得意とした画題であったことが示唆される。
　ここまで、石本家文書にみられる絵師の名前を確認した。現在本渡資料館に収蔵されている石本家資
料の中には、それらの絵師の作品を見出すことはできなかった。しかし、文書にみられた狩野派絵師、
文人画家、中国人画家などからも、その収集作品は多彩なものであったといえよう。井上氏は文書に記
載されている作品は、石本家の衰退9）とともに流出していったと考えられる、と指摘しているがそれは
妥当な見解であろう。石本家に収集されていた絵画が真筆であったのか、あるいは実際に収集されたの
かを確認することはできないが、幅広い流派の作品をその対象として見なしていたといえる。現在確認
できる所蔵作品の中には、地元熊本の作家のものがみられることからも、井上氏が指摘するようにパト
ロンとしての一面を兼ね備えていたのかもしれない。10）また、文書から「才津」の絵師との関係も確認す
ることができた。「才津の絵子」が河上鶴立であると確定する資料は乏しいものの、石本家と親しい間柄
であったことが示唆される。さらに石本家の人々は文人画家たちとの交流があったことが指摘11）されて
おり、想像の域を出ないが、文化サークルのようなものが形成されていた可能性も考えられる。いずれ
にしても、石本家の人々は文化に対して深い理解を示していたに違いない。
三、肥後細川藩御用絵師・矢野雪叟
　次に資料館所蔵・石本家資料の一つである、矢野雪叟作品の調査報告について述べていきたい。なお、
ここで紹介する《梅月図》、《芦雁図》、《仙人図》の図版は、本論集に収載されている髙橋氏作成「天草
フィールドワーク2011石本家資料調査一覧」に掲載されているので、ご参照いただきたい。
 7）	本渡歴史民俗資料館編集・発行『天草が生んだ文人画家河上鶴立・鴻立親子展』（1984）を参照。なお、鴻立（明治
2 －昭和16年・1869－1931）は鶴立の長男で、梅画において名声を得たという。
 8）	本渡資料館所蔵石本家資料にみられる鶴立の作品は、整理番号6316《庚辰秋日鶴立詩画》、整理番号6320《歳寒清友
図》などがある。
 9）	天保13年（1842）、長崎で西洋砲術を学んだ高島秋帆（寛政10－慶応 2年・1798－1866）が、幕府内部の守旧派によっ
て罪に落としいれられる事件が起こる。その際、石本家も連座して長崎奉行所から帯刀取放の上入牢を仰せつけら
れた。この事件を契機に、石本家は衰退していったという。五和町史編纂委員会「第四節銀主の台頭」（『五和町史』、
五和町、2002）、584－590頁、および竹内誠、深井雅海編集「高島秋帆」（『日本近世人名辞典』、株式会社吉川弘文館、
2005）、547－548頁を参照。
10）	前掲書 1、72頁を参照。
11）	前掲書 1、72頁を参照。
第 3章　石本家文書と肥後藩御用絵師矢野雪叟の一考察（中山）
167
1 ）矢野雪叟の画業
　矢野派に関する研究で早いものとして、瀧精一氏が「肥後の画人矢野氏」において言及するものの、
現在まで十分な研究が行われているとは言い難い。12）また、前掲書 2の「肥後の近世絵画史概説」におい
て「これまで熊本の近世絵画史研究に本格的に取り組んだ人がいない」と指摘している通り、先行研究
は先に提示した大倉氏の論考によるところが大きい。そこで、大倉氏の研究を参考に雪叟の画業をみて
いきたい。
　矢野派は雲谷等顔の弟子である田代等甫の弟子矢野三郎兵衛吉重を祖とする。四代目を継いだ雪叟は、
江戸時代中頃、衰退していた矢野派を、雪舟、牧谿、長谷川等伯などの古画を模写することによって雪
舟様の画法を再興し、復興させた人物という評価がなされている。つまりその後の、五代目良勝（宝暦
10－文政 3年1760－1821）、衛藤良行（宝暦11－文政 6年・1761－1823）らの活躍した、文化文政頃に矢野派
全盛期の基礎を築いた人物といえるのである。
　雪叟に関する記述は『肥后藩雪舟流画家伝』（内田恆助著、嘉永 4年・1851）13）におうところが多く、
そこには「最長人物龍虎、鳥類、画風緊厳而高速、其執筆正鋒懸腕而傍観則如腕手不屈折者云」とあり、
人物および花鳥画を得意としていたことが窺える。また、その画風を記した「謹厳而高速」というのは
荒々しい筆致のことを指しているのだろうか。熊本県立美術館で開催された『細川藩御用絵師・矢野派』
における雪叟の出品作品を見ると、肖像画 1点、山水画 4点、花鳥画 3点、仏画 1点となっている。先
に提示した画伝の記述と完全に一致しているとは言い難いが、十点に満たない作品数しか提示されてお
らず、雪叟の画風の変遷を窺い知ることは難しい。
　大倉氏によると、「雪叟は様々な様式を学びながらも、結局『雪』の一字が象徴するように雪舟を宗と
し、楷体の山水図に代表される矢野派の流派様式を再構築したようにみえる」と指摘している。14）しか
し、雪叟の作品の中には、雪舟の作品を模写した『富士清見寺図』（江戸時代中期）15）や、牧谿の作品を
模写した『虎図』（江戸時代中期）16）、および『猿猴図』（江戸時代中期）17）などがあり、大倉氏が指摘する
ように古画の模写を行うことで自身の画技を磨いていることからも、いわゆる折衷的な画家であったの
だろう。ちなみに、牧谿に私淑した絵師という点では、長谷川等伯（天文八－慶長十五年・1539－1610）
の《枯木猿猴図》（紙本墨画、縦155、横115センチメートル、京都龍泉庵所蔵）や、狩野派絵師の作品18）
においても散見され、雪叟のみが行ったことではない。雪叟が牧谿の作品を実見する機会を得たという
記述を見出すことができなかったが、粉本などから学習を行っていたのだろうか。雪叟の《枯木猿猴図》
12）	『国華』319号、国華社、1916年）を参照。瀧氏は、本論文の多くを矢野三郎兵衛に費やしており、雪叟に対しては
細川藩御用絵師としての矢野派の地位を確立させた人物としている。
13）	前掲書 4、93頁を参照。熊本県立図書館所蔵版は、安政元年（1854）に写本されたものであり、原本については不
詳。
14）	前掲書 4、88頁から引用。
15）	紙本墨画・掛幅、縦40.2、横99.7センチメートル、八代市博物館所蔵。
16）	紙本墨画・掛幅、縦158.0、横93.1センチメートル、八代市博物館所蔵。
17）	紙本墨画・六曲一双、縦160.2、横356.0センチメートル、熊本県立美術館。
18）	例えば、狩野安信の《観音猿鶴図》（承応三年・1654、南禅寺所蔵）がある。
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を実見したわけではないが、牧谿のそれとくらべると猿の体毛の筆致が荒く、樹木を描く際の筆線に堅
さを感じる作品となっている。
2 ）矢野雪叟筆『月梅図』、『芦雁図』、『仙人図』
　資料館に所蔵される、矢野雪叟の作品は《月梅図》、《芦雁図》、《仙人図》の三点である。いずれも制
作年は不詳であるが、一点ずつ調査の結果をふまえて考察していきたい。
　《月梅図》（所蔵番号6366）は、紙本墨画、縦134、横52センチメートルの作品である。裏打ちが施され
ているものの、全体をみると傷みが激しく、至る箇所に虫食いが確認できる。とりわけ、画面右下部の
欠損範囲は広く、印章の一部が欠けている。印章をみると、朱文鼎印「安良之印」（縦3.7、横4.2センチ
メートル）と読める。安良の印章は、「印」の文字の左部分に朱が付着し（後述の、《芦雁図》について
も同様）、印章の右部分が広範囲にわたって破損しているものの、八代市立博物館所蔵の『矢野家印譜
集』に収載されるものと類似しているといってよい。19）なお、本作品は表装されておらず、まくりの状態
でボール紙の筒に丸められて保管されている。
　作品をみていくと、画面下部に梅を配し、その後景に満月を描いていることから本作品の画題は『梅
月図』ということになる。水墨画に顕著に採りあげられる画題で、他の絵師の作品による同画題の作品
を容易に見出すことができる。梅の枝が場面下部から上部へすっと伸びる筆線が特徴的で、墨の濃淡を
使い分けることで奥行を描出している。最下部に描かれた幹は、非常に荒々しい筆致でありながら、枝
同様に墨の濃淡を施すといった細部への執着も垣間見える。一方その幹から延びる枝は幹よりも濃い墨
で、堅い筆線を採る。梅の花弁は素早い筆致で丸を三つ、ないし四つを連ねて形成し、めしべはそれよ
りも濃い墨を用いて描かれている。梅樹の上方に配された満月は輪郭線をとらず、外隈20）の技法を用い
下部を薄墨でぼかすことで、梅樹との空間を形成していると考えられる。月の上部に染跡がみられ、ぼ
んやりと浮かぶ月の雰囲気を阻害している点が惜しい。
　《芦雁図》（所蔵番号6367）は紙本墨画、縦129.5、横52センチメートルの作品。画面上部右や中央、お
よび雁の顔の辺りに虫食いがみられるものの、本渡資料館所蔵の雪叟作品で最も保存状態がよいもので
ある。画面左下部に捺された印章は、欠損している箇所がみられるものの、三作品の内、朱文鼎印の全
形を唯一確認できるものといえる。しかし、「安良之印」の「安良」部分の朱が掠れており、その判読は
難しい。《梅月図》同様に、裏打ちが施されているものの、まくりの状態で筒状に丸められて保管されて
いる。「芦雁図」も「梅月図」同様に度々採りあげられる画題であり、多くの絵師の作品が存在してい
る。雪叟のそれは、一羽の雁と後景に芦が配されたシンプルな画面構成を採っている。黄檗僧聞中浄復
の《芦雁図》21）は、下部に雁を、その後景に芦を配するという点で、雪叟の作品と類似した画面構成を採
19）	前掲書 4、76頁を参照。	
20）	外隈とは日本画に用いられる技法の一つで、「隈取り」の一つ。暈（うん・ぼかし）ともいい、彩色、および墨に濃
淡をつけたり、暈しを入れたりすることで、立体感や装飾性の効果を高める。
	 	 東京芸術大学大学院、文化財保存学日本画研究室編『日本画用語事典』（株式会社東京美術、2007）、103頁を参照。
21）	Miho	Museum編集『若冲ワンダーランド展』（Miho	Museum、京都新聞社、2009）を参照。紙本墨画、縦68.7、横
28.9センチメートル、個人蔵。なお、聞中浄復は京都の絵師伊藤若冲（享保元－寛政12年・1716－1800）に絵を習っ
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るものとして提示したい。
　雪叟の作品をみると、雁の嘴以外は輪郭線がなく、墨の濃淡を活かした付立22）を用いて雁の羽毛を表
現し、素早い筆致で描かれている。雁の羽は、墨の濃淡が使い分けられており、とりわけ点描を用いた、
背の辺りの羽は雪叟の細部への執着のようなものが窺える。芦をみると、茎は繊細に描かれているもの
の、葉の線描は上方から勢いよく下方へひかれていることが墨の掠れから見出せる。墨を叩きつけたよ
うに描かれた穂先は、破墨技法23）を採っており、雁よりも後方に配されているにも拘らず、その存在感
が際立っているといえよう。前方を見据え、胸を張るように佇む雁と、上方にすっと伸びた凛々しい芦
の姿を描くことで、爽やかな印象を受ける作品となっている。
　《仙人図》（所蔵番号6362）は紙本墨画、縦133、横57センチメートルの作品。本作品は額装の状態で保
管されており、さらに額の裏面を釘でとめて、取り外すことができず、寸法は額の上から計測を行った。
おおむね虫食いなどの損傷は少ないものの、印章部分を含む画面下部左を大きく欠いており、朱文鼎印
の右部のみしか確認することができない。他の二作品と同様に裏打ちが施されている。
　画面下部に、腰かけた人物を配し、両手でかざした瓢箪の中から、勢いよく白驢が現れる場面を描い
ている。このように瓢箪から白驢を繰り出す場面は、八仙の一人張果老の典型的な図様であることから
も、本作品の画題は「張果老図」ということになる。張果老は、張果ともいわれ、唐代の仙人の一人で、
白驢に乗って一日に数万里も進み、休息する場合は折り畳み、再び使用する際に水を吹きかけて元に戻
すことができたという仙人である。先の二図同様に、本画題も多くの絵師によって描かれている。
　張果老の顔貌をみると、目じりの皺や、口元に生えた髭など細緻な描写がみられる一方で、眉や頭髪
の筆致は墨の掠れも散見され非常に素早く描かれている。先の二作品とは対照的に、輪郭線を多用し、
胴着に濃い墨を、袴に薄墨を用いて描き分けているといってよい。衣紋線に墨の掠れが多くみられ、胴
着の袖口は一筆で勢いよく描かれている。上方に描かれた小さな白驢は、略筆体で描かれており、馬の
鬣や尾は輪郭線を採っていない。
　本図にみられた腰かけた張果老の図様は、《流書手鑑》（原本雪舟筆、狩野常信模）24）において、雪舟が
梁楷に倣って描いたという作品を模写したものにみられる。雪叟が雪舟や牧谿の絵画を模写していたこ
とが大倉氏によって指摘されており、本作品もそれらの作品の一つであるといえるのではないだろうか。
　以上のように、三作品ともに縦135、横55センチメートル前後ということもあり、貼付絵などとして制
作されたものと考えられ、同形の作品が他に存在している可能性が示唆されるが推測の域を出ない。制
作年を考えると、朱文鼎印「安良之印」を用いており、明和 2年（1765）に法橋の位を授かる以前の作
品であるとも考えられるが、《竹林七賢図》の落款には「法橋雪叟筆」、朱文方印「法橋」（縦2.0、横2.0
ていたことが同書で指摘されている。
22）	前掲書20を参照。「付立て」とは輪郭線を用いず、筆致のふくらみや勢いを活かして墨や絵の具の濃淡で対象を表現
する技法。
23）	前掲書20を参照。「破墨技法」とは水墨の濃淡で対象の立体感を表現することをいう。
24）	東京国立博物館、京都国立博物館編集『没後500年特別展雪舟』図録（毎日新聞社、2002）、85頁を参照。紙本墨画
淡彩、縦32.0、横392.5センチメートル、東京国立博物館所蔵。
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センチメートル）、朱文鼎印「安良之印」（縦3.6、横4.3センチメートル）とあり25）、明和 2年以後も、朱
文鼎印「安良之印」は使用されていたといえる。また、朱文鼎印「安良之印」を単独で用いた作品を見
出せていないことに加えて、伝雪叟筆とされる《懐良親王》は元文 2年（1737）の作品であるが、肖像
画であり、今回紹介した作品群とは性格を異にする。前掲書 2、および 3に収載される雪叟の作品の多
くが、落款に「法橋雪叟」がみられ晩年期の作品と考えられる。また、その画法をみると山水画などは
筆線に固さがみられるものの、それは安定しているように感じられる。本渡資料館所蔵の作品は、荒々
しい筆線が特徴であったことからも、やはり雪叟の画業の内の早い時期の作品だったのではないだろう
か。しかし、本作品における雪叟の表現は、これまで語られてきた雪舟への回帰一辺倒ではなく、当時
の主流であった付立といったものまで、ある程度は当世の技法を用いていたことをほのめかす。また、
雪叟の筆致は非常に荒々しく、『肥后藩雪舟流画家伝』の記述と一致しているといえよう。本作品のみ
で、判断することは難しいが、雪叟の制作態度を再考する契機の作品として示唆できるのではないだろ
うか。いずれにしても、今後新たな雪叟作品が発見されることが、画業解明の近道といえよう。
五、おわりに
　ここまで、石本家文書と本渡資料館所蔵の矢野雪叟の作品についてみてきた。石本家文書については、
古画、狩野派絵師の作品、中国人画家など多岐にわたる作品を収集しており、石本家が経済的に潤って
いたと推測できよう。また、先に提示した絵師の他に、熊本出身作家の作品を収集していることからも、
石本家の人々は美術作品、および文化に対する理解が非常に大きかったものといえる。なお、本稿で扱
った文書は、絵画作品に関するものであり、漆器や陶磁器などの工芸品については対象としておらず、
今後新たな発見が見出される可能性は大きいであろう。
　次に本渡資料館に所蔵される矢野雪叟の作品についてみてきた。作品を考察したところ、矢野雪叟と
いう絵師がある程度の技量を持っていたことが確認できた。とりわけ、従来室町時代の画僧雪舟への回
帰ということを強調されていたが、当世に流行した画法を採りいれていることが明らかとなった。その
ことからも、雪叟は様々な描法を学習し、駆使しながら作品に表現していたといえる。もちろん本稿で
扱った作品だけで、雪叟の画風の変遷を語ることはできない。今後の矢野派研究、さらには熊本の近世
絵画史の解明に貢献できればと考えている。
25）	八代市立博物館未来の森ミュージアム所蔵。落款、寸法などはHPを参照。
	 	 八代市立博物館未来の森ミュージアムHP（http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp）
